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「もの」は資源からできています。だから「もの」を
「ごみ」にすると、その代わりに新たな資源から
「もの」を作って補う必要があります。
でも、資源には限りがあります。
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どうして分別しないといけないの？

ごみの中には、もう一度資源として使える「もの」がたくさんあります。
ごみを分別して出すと､それをリサイクルルートに乗せることができます。
でも、ごちゃまぜのまま捨てられてしまったら、もう二度と私達のもとに
は帰ってこないのです。

普通
ごみ

粗大
ごみ

資源ごみ
（ビン缶・古紙）




